年　　月　　日
株式会社 AIST Solutions
代表取締役　逢坂　清治　宛
　住　所：○○県○○市○○町 1-1 　
企業名：○○株式会社　
氏　名：〇〇　〇〇

AIST-IDEAを活用した算定システム開発に係る申請書

下記のとおり、弊社が開発したGHG排出量等算定システム等でのAIST-IDEA Ver.3（Inventory Database for Environmental Analysis、日本版、海外版を含む)の利用を申し込みます。
[bookmark: _Hlk41659882]なお、AIST-IDEAのGHG排出量等算定システム等での利用に当たっては、「株式会社 AIST Solutions AIST-IDEA使用許諾約款」において定められた全ての事項に従います。

・申請種別　　　　　：　　□　新規　　□　更新　　　更新の場合のみご回答ください。

・システム変更の有無：　　□　あり　　□　なし　　　

AIST-IDEA Ver.3を活用して開発した算定システム等名
	名称：
	



※ AIST-IDEA Ver.3を算定システム等にて外部ユーザが利用するには、有効なAIST-IDEA Ver.3ライセンスを保有するユーザがアップロード、インポート、手入力等を行うこと、もしくは申請者が有効なライセンスを保有するユーザに代わってそれらの行為を実施することに限定します。

※ 算定システム等そのものにAIST-IDEA Ver.3の一部又は全部のデータ（プロセスデータ等も含む）を実装して、AIST-IDEAライセンスを保有しない第三者へ無償・有償を問わず提供することをご希望される場合には、別途契約が必要となりますので、株式会社AIST Solutions担当者にお問い合わせください。

※ 申請者は算定システム等ユーザのAIST-IDEAライセンス数及び有効期間を、ユーザから納品書の提出を受け、確認していただく必要があります（例えば1ライセンスしか保有していない企業が利用する際に、2名以上またはPC2台以上でAIST-IDEAを利用していたことを発見した場合は、その企業へAIST-IDEA Ver.3ライセンス数の追加を求めていただく義務を負います）。

※ 申請者は申請に当たり、AIST-IDEA Ver.3の標準版、海外版を各1ライセンス保有している必要があります。また、申請者は算定システム等の開発に当たり、直接的にAIST-IDEAデータを参照する人数分のライセンスを取得することが必要です。（サンプルデータ等、公知の情報を参照する場合はこの限りではありません。


担当者情報
	担当者氏名
	部署名
	メールアドレス（メーリングリスト可）

	
	
	

	
	
	


※メーリングリストがある場合、ご入力をお願いします。
